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本を読むと世界がひろがる
　今回の課題「絵本を読んで、みんなに紹介する」

　みなさんよくがんばりましたね。じっくり読んだのが紹介から分かる人、あえて結末は

言わずに興味を持たせる紹介をする人など、読みたくなる発表ばかりでした。

　今回の授業の目的は、人前で発表する練習や、人の発表をしっかり聴く練習という

こともありますが、何よりも「新たな本と出逢う」という体験をしてほしいと思ったからです。

　今回あなたが読んだ本は、何かの縁（えん）であなたのもとにひきよせられたのです。

　一冊本を読むごとに、世界がひとつ増えます。これからも本に親しんでください！

〈読んでみたい本（ふりかえり１・２組合同）〉

１位　『あけるな』　谷川俊太郎　１８票

 そう言われるとあけたくなる…、でもあけたらアカン気もする…。

２位　『プーさんとであった日』　リンジー・マティック　１３票

 ディズニー好きの人も多いし、２クラスとも発表がよかった！

３位　『悲しい本』　マイケル・ローゼン　１２票

　　　 『悪い本』　宮部みゆき　１２票

 どちらも、タイトルから気になる…。どちらもめっちゃ深い内容です。

４位　『泣いた赤おに』　浜田廣介　１１票

 人間と仲良くしたい鬼。やさしい鬼。「鬼滅」とはまた違う名作です。

５位　『あしたのねこ』　きむらゆういち　１０票

 発表にやられました。言うてほしいところを言うてくれない！

　 廊下にあるので、読んでみよう！！

廊下の本を読もう！
　まなべや前の廊下にある、本棚の本は自由に読んでかまいません。

　休み時間などにぜひ読んでみてください。

　もし、「家でじっくり読みたい」「読書の時間に読みたいから持っておきたい」

という人は、貸し出しファイルに記入すれば、しばらく借りることもできます。

　（味本先生おすすめの）絵本や小説など、さまざまなジャンルの本が置いて

あるので、自分にぴったりの本が見つかるかも！

読人


